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論文内容要旨
 正.常股関節のX線学的研究は,K6h⊥er,高木らをはじめとする多ぐの先人による詳細な報告
 があるが,多くは幼児を対硯としたもので,成人股関節に対する'とればはなはだ僅少である。特に
 病的股関節の判断の基盤となるべき正常蕊調節に対するX線学的計測も,その多ぐは複雑にすぎ,
 かつあいまいで,臨床応胴面に対する貢献度は船ヂしも十分とはいいがたい。そこで著者は成人正
 常股関節の経年的変1ヒに関する研究の一環として,単純X線像の変化を可及的簡明直哉,かつ正確
 に表聯する指数を考案し,その計測値の御休差を補正して一定の標準値を得,それにもとづいて股
 関節各部の経年的変化を観察した。
 研究対象ならびに方法
 昭和42年6月より昭和45年末までに主として東北労災病院整形外科関連の正常股関節者,
 12才以上82才まで男性200名,女性200名7計400名につき得た股関節の定型的前後X
 線像について検索した。撮影位は背臥位で7恥骨結合,両側一と前腸骨棘を含む平面を水平にフィル
 ム面と平行ならしめ,股関節はf申展,内外旋中間位の茶本肢位とした。照射方向は恥骨結合2横指
 、ヒの正中照射で,焦点一フィルム間距離1400mである。
 指'数の設定とその計測結果
ヨノ
 X線像の計劃にあたり,両側下後腸骨頼Oン0を結びその延長線を基準線とし,0-0間距離P
 を骨盤の基準値とした。なむ,上下方向の計測に対しては,恥骨格結合上隊より基準線までの距離
 をCとして補正を行なった。1)臼蓋支持1旨数($upportingIndex)S.エ.;骨頭中心
 を求めることなく臼蓋の骨頭に対する包括度を示す方法として,骨頭の内,外縁,臼蓋嚇より基準
 線に1垂線を下し,・響頭内縁より外縁までをa,臼蓋に窮までをbとし,b/aX100ニS.エ.を
 求めた。男性の最低値は75.2,最高値は100であり,年令辞別では狂詩(16㍗20才)81、0
 で最低1値を示すが,その後年令とともに漸増する。一方,女性では最低値75.0,最闘値100で
 あり,年令辞別では旺盛'(16～20才)で最底値81.4を示し,その凌年令とともに漸増する。
 男性に比しr投に女性の包括度は大きい。2)上部関節裂隙指数(S);股関節の荷重面虜節蓑原
 の幅を示す指教で,骨頭の最上点より寛骨日経弓までの距離をsとしs/pxloo=8を以て本
 指数とした。最低値は男・准ではll群(16～20才)で4.ろ,女'i生では皿膵(16～20イ)で
 5、7であ9,一般に男性疸に比して女性値は低く,両性ともその縫年令とともに漸増の傾向を示す
 が,女性にお・いては、肇絆(41～45才)よりは漸増傾向は止む。したがって生理的には関節裂隙
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 の狭小化はあり得ず,高年者でもその低値は病的なものとして観察が必要であると思われる。
 5)内側関節裂隙指数(L);非荷重都にあ・ける関節裂隙の幅を示すもので,骨頭内i貝11縁詣り、涙痕
 外鋤脚までの距離を1とし,1/やX100=Lを求めた。一般に年令による変動は少なハが,男
 女ともV且群(41～45才)より若干減少の傾向を示し,前項指教と同様に女性値が男性値に比し
 低い。なお男性では12.5以下,女性では10.5以下が正常値と思われる。4)骨頭扁平化指数
 (H);骨頭非球化め変形,その前後像の表現型としての扁平化を示す指数で,骨頭内側下方の頸
 部との境界部よりの骨頭の最長径をαとし,その中点より骨頭輪郭線まで垂線を立て,その距離
 をhとしh/α×100=Hを以て本指数とした。性別,年令別に差がなぐ,平均値はほy50.0
 前後で分散度も低く,正常骨頭の投影像は円とみなしてよいと思われる計測結果であった。5)骨
 頭上方化指数(E)・;骨頭の上方移動の程度を示す指数として,恥骨結合上縁より骨頭上縁までの
 距離をeとし,e/P×100肛Eを求めた。一般に女性値が男性値に比し低値を示し,男女とも
 ∬群(16～20才)からや、減少の傾向をみるが,その程度は少ない。16才以上で62、4以下
 を正常範囲と認め得る。6)大転子高位指数(M);X線像上骨盤との関係に寿いでの大転子の位
 置を示すもので,恥骨結合、と縁より大転子尖端までの距離をmとし,m/C×100=Mを本指数
 とした。一般に女性値が男性値に比し高値をとるが,両性ともかなりの分散度を示す。7)臼蓋角
 β;臼蓋角α〔Sharp)のみによる計測上の欠点を補うだめに設定したもので,腸骨体部影像の
 延長と寛骨臼腔弓との交点を求め,涙痕下端とを結ぶ線より得る角を臼蓋角ノと1、.て両者を比較検
 討した6両者とも女性値が男性値に比し低値を示しジr匡令とともに漸減の傾向を認めるが,特にα
 角(Sharp)にむいて著しい。
 以上,1E常各指数の設定により,正常設関節の包括度,.ヒ下冷よび側方への骨頭移動季関節裂隙
 などの性別,年次的標準を示し,今後,病的股関節の変化を数値的に表現する基礎を作ることがで
 きた。
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 審査結果の要旨
 従来の股関節のX線学的研究は先天股脱その他に関連するため多くは幼児を対象としたもので,
 成人股膜蹄に対する詳細な形態学的標進は得られていない。このことは特に脱臼性股関節症のごと・
 き成・老入の病的股関節の判断の基盤となるべき成人正常股関節に対する実際的なX線学的計測の
 必要性に結びつく。本論文はそうした意味から股関節の経年的変化に関する研究か環として比較
 的簡明,直接かつ正確に表現し得る指数をみずから考亥1.,これを病的股関節との対比の基維たら
 しめんとしたものであ為
 対象は生理的股関錦像を示す男女各260名の定型的前後』く球・,・ヨ1で,この点も臨床上の実際的配
 慮からその貢献度を大ならしめんとしたものである。本論文の内容の大部分は著者の設定した各指
 数とその計測結果についてであり,その詳細について述べることは避けるが,骨盤の大きさの基獲
 として両側下後腸骨鯨を結んだ線を用い,これに対する骨頭並びに臼蓋の各点ないしは線並びに角
 度の比較的の指数を算出した。特に臼蓋支持指数(SUPPOrUngiDαgx)S.エ.は骨頭が
 どの程度まで臼蓋に包括されているのが正常であるかを決めるもので,男性では75.2～100,
 女性では75、0～100であり,これが病的状態では署しく減少することが想像される。これらが
 年令別によって署しく相違し,正常では次第に年令とともに漸増することは,生理的の関節軟骨変
 性はそれとしても,一応包括度の増大としで注目される。上部関節裂隆は男女とも年令にしたがっ
 て漸増する傾向を示すが,女性群は41～45才でその漸増傾向の止むことは、女性に特有な股関,
 節症の頻発との関連にかいて重視されよう。内側関節裂隙に関しては涙痕外側脚と骨頭内側縁との
 曄離によって計測したものであるが,年令による変動ははむしろ少なく,これは病的の場合の脱臼
 性股関節症にむいて著しく増大することに対する重要な基塗として無視できない。著者が設定した
 骨頭扁平化指数は性別,年令別に差がなぐ,正常では骨頭が最後まで円とみなし得るX線像を表わ
 すことを示してい為これまた各種病的状態との関連にかいて重視さるべきであろう。大腿骨頭な
 らびに大転子の位置,特にその高位を示す指数はある程度の分散を示すがその範囲はさのみ広くな
 い。臼蓋角は女性値が男性値に対し低値を示し、年令とともに漸減の傾向を認め,とれも病的臼蓋
 に対する正常標塾として重く価値づけられる点である。
 以上の如く正常各指数の設定により,正常股関節の包括度,骨頭の上下及び側方への移動,1掲節
 裂隙の性馴,年次的変化等の基濫を作り,今後病的股関節の変化を数値的に表現づる塾礎を作るし
 とができたもので,本論文は十分学位に値するものと認める、
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